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要旨 

  

60km格子大気大循環モデル（MRI-AGCM3.2）による大規模アンサンブル実験（現在6,000

年、４度上昇した将来5,400年）により極端降水の将来変化と熱帯低気圧の役割について調

べた。著者による以前の報告と同様、温暖化した将来には年最大1日間降水量（Rx1d）がほ

ぼ全球で増加するが、例外として、将来の熱帯低気圧の頻度が減少すると予測される北西

太平洋ではRx1dがほとんど変わらないか減少する。本実験の大規模アンサンブルサイズか

らRx1d分布の端での変化を調べることが可能となる。その結果、熱帯低気圧によるRx1dの

90/99パーセンタイル値がハワイから日本の南方にかけての地域で増加することがわかった。

この地域では、熱帯低気圧によるRx1dの年々変動も将来には増加し、地球温暖化により極

端降水のリスクが増えることを意味している。 
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